
 

 

高速道路の交通容量に余裕があり、道路がアンバ

ランスに使われています。 

 ⇒沖縄県を南北に縦貫する幹線道路において、国道５８

号、国道３２９号、国道３３０号は交通容量を超過し

ているのに対して、沖縄自動車道は交通容量に余裕が

あります。その結果、沖縄県における「高速道路の利

用率」は、全国平均の約半分となっています。 

基地などによる地域分断から、高速道路が一

部地域から利用しにくくなっています。 

 ⇒沖縄県中部地域の西海岸からは、米軍基地などに

よる地域分断から、東海岸に比べて高速道路への

アクセス性が悪くなっています。 

 

沖縄本島は南北方向に広がる地域特

性を持ち、南部地域に都市基盤や交通

拠点（空港※1・港湾※2）が立地してい

ます。 

 ⇒北部地域を中心に時間的ハンディキャッ

プを抱えている状況であり、特に国頭地

域は交通拠点まで３０分以内で安全かつ

快適※３に移動できない状況です。 

 

【空港・港湾からの所要時間（Ｈ１８）】 

北部地域の時間的ハンディ

キャップ解消が課題 

※1：空港とは、那覇空港、宮古空港、石垣空港を指す。
※2：港湾とは、那覇港、中城湾港、運天港、石垣港、平

良港を指す。 
※3：車が無理なくすれ違えるような改良された道路を利

用して空港・港湾まで行くことができること。 

沖縄自動車道 

出典：H17 道路交通センサス 

国道 329 号
(台/日) 

(台/日) 

出典：H17 道路交通センサス 

国道 58 号 

(台/日) 
国道 330 号 

出典：H17 道路交通センサス 

出典：H17 道路交通センサス 

(台/日) 
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【交通容量の比較】 
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宜野湾北中城線

沖縄北谷線

沖縄嘉手納線

石川仲泊線

屋嘉恩納線

県道104線

  　　　　　国道58号直近交差点

　　　　　　国道58号からのアクセスルート

　　　　　　米軍基地

【国道５８号から高速道路へのアクセルルート】 
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地域間や都市間などを連結し、わかりやすい道路ネットワークの構築と利便性向上が必要です。 

国道５８号、３２９号及びその間に位置する沖縄自動車道・那覇空港自動車道を柱とした県土の骨格

となるハシゴ道路ネットワーク（沖縄西海岸道路の整備、東西道路の追加・強化及びスマートＩ.Ｃ

（インターチェンジ）の導入）を形成します。 

ハシゴ道路の整備により、西海岸海岸地域を横断する国道５８号への南北の交通需要を分散すること

ができ、また東西方向の連結により沖縄自動車道や那覇空港自動車道へのアクセス性が向上し高速道

路を利用しやすくなります。 

計画路線の選定や事業の実施にあたっては、効果の高い事業より優先的に実施していきます。 

 

 

■アウトカム指標を用いた平成 1８年度目標例 

【完成時のハシゴ道路ネットワーク】 

県土の骨格を担うハシゴ道路ネットワークの形成 

【ハシゴ道路の構築】 

課題への取り組み方針 

空港・港湾まで３０分以内で安全

かつ快適に移動できる人の割合※

を０.７％向上 
※車が無理なくすれ違えるような改良された道路を利用し

て空港・港湾まで行くことが可能な人の割合のこと 

H19目標
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■那覇空港とのアクセス性向上による地域産業、観光及び地域振興の支援を目的の一つとして整備

⇒平成１９年３月１７日（土）に、豊見城市豊崎～糸満市西崎間（延長６００ｍ）を２車線道路として開

通しました。これにより、国道３３１号豊見城道路は２車線道路にて全線開通しました。 

事例Ａ 沖縄西海岸道路の一部である国道３３１号豊見城道路の全線開通 

 

 
アウトレットモール 

沿線には、豊崎プロジェクト等の大型 

プロジェクトの計画も進展し、新たな企

業の立地等、地域活性化を支援する

道路としての効果が見られます 

空港への所要時間短縮

および見込み時間が正

確に把握できるように

なりました。 

【利用者の声】 

■那覇空港と糸満工業団地までの所要時間が短縮 

⇒空港や那覇・浦添市方面から糸満工業団地へは、現道３３１号を利用より豊見城道路を利用の方が、所

要時間が   分短縮されます。しかし、豊崎交差点を先頭に時間帯によっては渋滞が見られました。

 

１１ 

豊見城市 

事例Ａ 

１１分短縮

平均２９分 

平均１８分 
※平均所要時間：７時～１９時の時間帯別所要時間の平均値 

ハシゴ道路ネットワーク構築に向けた道路事業の実施 

平成１８年度の取り組み事例
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【平成１８年度に実施した主な事業・施策】 

【豊見城道路の全線開通】 

【平均所要時間の比較】 

豊崎プロジェクトにおける大規

模店舗の立地 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標 

０.７％向上 

～空港・港湾まで３０分以内で安全かつ快適に移動できる人の割合～

実績 

０.３％向上 

空港・港湾まで３０分以内で安全かつ快適に移動できる人の増加 

⇒豊見城道路等が開通したことにより、空港・港湾からの３０分圏域が拡大し、空港・港湾まで

３０分以内で安全かつ快適に移動できる人が、平成１７年度の約８０６,３００人から平成１８

年度には約８０９,８００人と約3,500人増加しました。 

 

⇒空港・港湾まで３０分以内で安全かつ快適に移動できる人の割合は、平成１７年度に比べて０.３％

向上しましたが、一部事業（国道４４９号名護バイパス、沖縄環状線、沖縄嘉手納線、与那城具志

川線、県道８号線（街路））の供用が遅れたため目標を達成することができませんでした。 

⇒なお、ハシゴ道路ネットワークの形成率も７０％から変動がありませんでした。 

平成１８年度の目標達成度 
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八重瀬町で那覇港から
の 30 分圏域が拡大 

糸満市で那覇空港から
の 30 分圏域が拡大 

国道３３１号豊見城道路 
国道５０７号津嘉山バイパス 

【空港･港湾からの 30 分圏域】 

沖縄嘉手納線 

沖縄環状線 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

■アウトカム指標を用いた平成 1９年度目標 

【平成 1９年度に実施予定の主な事業・施策】 

⇒空港・港湾まで３０分以内で安全かつ快適に移動できる人の割合を４.６％向上

平成１９年度の取り組み 
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 【平成１９年度事業箇所位置】 

ハシゴ道路ネットワークに関する事業を推進していきます。 



 

目的 
◆北中城ＩＣ及びＩＣ周辺道路の渋滞緩和 

◆沖縄自動車道の利用促進 

運用方法 

◆運用開始：平成１９年１０月２７日 

◆運用時間：６時～２２時 

◆対象車種：ＥＴＣ車載器を搭載した普通車・軽自動車 

◆運用形態：上り線（那覇方面行き）に入口のみを設置  

平成１９年度の取り組み 

 

■事業の早期供用に向けてお約束プロジェクトの公表による事業進捗管理・コスト管理の徹底

⇒平成1９年度に国道５０６号那覇空港自動車道（豊見城東道路）の延伸を実施し、那覇空港自動車道

の豊見城 IC～豊見城・名嘉地 IC間を２車線で開通します。 

⇒道路事業の透明性と信頼性をより向上

させるため、事業中箇所のうち、整備効

果が高く、事業実施環境が整っている箇

所から５年以内に供用が確実な事業（箇

所）を「お約束プロジェクト」事業に選

定し、予算を集中投資するとともに、早

期供用に向け、事業進捗管理・コスト管

理を徹底していくプロジェクトのこと。

⇒国道３３１号や、北中城ＩＣ周辺などの渋滞緩和や、沖縄自動車道の利用促進

を目的とした昨年度の社会実験の結果が好評であったことより、沖縄自動車道

北中城ＩＣ～沖縄南ＩＣ間に立地する喜舎場ＢＳ（バスストップ）にて、スマ

ートＩＣの本格運用を開始しました。 
【スマートＩＣ本格運用の概要】 

お約束プロジェクトとは？？ 

 

■沖縄自動車道の喜舎場ＢＳ（バスストップ）にてスマートＩＣの本格運用 

 

 

 

 

那覇西道路（H22）L=3.0km 

豊見城東道路（H19）L=2.7km 

（H22）L=1.0km 

恩納バイパス（H22）L=5.1km

 

 
糸満道路（H23）L=3.4km 

嘉手納ロータリー改良 (H19) 

豊見城道路 (H23) 

豊崎交差点立体化 L=0.6km 

【パンフレット（表紙）】 

沖縄自動車道でのスマートＩＣの本格運用の開始 
 

那覇空港自動車道（豊見城東道路）の延伸 
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【導入箇所の位置】 

【事業中箇所の位置図】 

５ヶ年の達成見込みについて（空港・港湾まで、３０分以内で安全かつ安定的に走行できる人の割合）

■平成19年度目標：67.5％ ← 平成 19年度見込み：63.0％ 

一部事業進捗の遅れが生じたため、平成19年度目標の達成は厳しい状況である。 

開通予定時期と効果の明示、

毎年の目標と進捗状況を公表

※その他指標の５ヶ年の達成見込みについては、Ｐ.４６を参照

Ｈ19 年度供用予定事業 

Ｈ19 年度供用予定事業 

 

導入箇所 

恩納南バイパス（H21）L=4.1km


